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緑空間における音楽の聴取が生体機能
および印象評価に及ぼす影響
─音楽の嗜好に注目した映像による検討─

佐藤かなみ*・土橋　豊** †

（令和 3年 11 月 4 日受付/令和 4年 3月 8日受理）

要約：本研究は，植物を含む景観（以下，緑空間）と，流行曲をヘッドホン（以下，オーディオ機器）を用
いて同時に視聴した際の印象評価と生体機能（自律神経活動および心拍数）への影響を，流行曲の嗜好に注
目して明らかにすることを目的として行なった。実験では研究参加者に，緑空間の映像を映像と同時に記録
された音とともに視聴する処理区（以下，対照区）と，流行曲とともに視聴する処理区（以下，流行曲区）
の 2処理区を提示した。対照区・流行曲区の視聴前後の生体機能の測定と，SD法および自由記述による両
処理区の印象評価を行なった。得られたデータは流行曲を好ましいと感じる群（以下，高嗜好群）と普通も
しくは好ましくないと感じる群（以下，低嗜好群）に分けて分析した。生体機能測定の結果，低嗜好群は，
流行曲区の視聴によりストレスを感じていることが示唆された。SD法による印象評価に因子分析を行なっ
たところ，高嗜好群・低嗜好群ともに，映像の印象が両処理区間において異なることが示唆された。また，
自由記述による印象評価にテキストマイニングを行なったところ，嗜好に関わらず，流行曲により映像の印
象が変化すると考えられた。これらの知見は都市緑地などの緑空間を音に配慮して設計する際の基礎的情報
となるものである。
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1．　背景および目的
　我々の生活に身近な植物を含む景観（以下，緑空間）と
して，都市緑地がある。1980 年代の携帯型ヘッドホンカ
セットプレーヤーの登場に始まる音楽の聴取形態の変化に
ともない，音楽を歩行などの行動と同時に聴取する「なが
ら聴取」が進行したと考えられると報告があり1），筆者ら
が予備調査として行なった行動観察では，都市緑地でオー
ディオ機器により音楽の「ながら聴取」を行う人の姿が確
認された。このように都市緑地での過ごし方として，自分
が好んで選択した音楽をオーディオ機器で聴きながら過ご
す場合がある。一方，都市緑地においては，イベント等で
流れている音楽を自分が意図せずして聞く場合がある。景
観と自然音や音楽系の付加音を組み合わせて印象評価を行
なった結果，オルゴール，環境音楽，室内楽の音楽系の付
加音は，景観の自然性を狭める機能があり，自然音に比べ
て，系統的に景観の印象を変化させる可能性があると報告
があり2），この先行研究から音によって緑空間の印象が変
化することが示された。しかし，緑空間を見る際に，とも
に聴く音の嗜好に注目し，心身への影響について調査した
先行研究は認められなかった。先述のオーディオ機器によ
る音楽の聴取は，高嗜好な音を聴く状況として捉えること

ができる。一方，イベント等で流れる音楽は，聞く人の嗜
好によっては低嗜好な音楽を聞く状況として考えられる。
　そこで本研究では，都市緑地のような緑空間において，
視覚と聴覚刺激が人の心身に及ぼす影響を，聴く音に対す
る嗜好に注目して明らかにし，都市緑地などの緑空間を音
に配慮して設計する際の基礎的情報を得ることを目的とし
て行なった。

2．　研 究 方 法
　映像と音を使用した森林浴実験について回復感を調査し
たところ，短時間の仮想的な森林環境であっても心理的な
回復効果が期待できるという報告がある3）。また，ストレ
ス負荷後に都市環境と自然環境の映像を見たところ，自然
環境は都市環境と比較して副交感神経成分が多く認められ
たとする知見4） や，バーチャルリアリティーによる仮想的な
自然体験によりストレスが減少するという報告がある5）。
これらのことから，緑空間の視覚情報として映像を用いる
ことが妥当であると判断した。
　そこで本研究では，緑空間のDVDビデオ映像を用い，
緑空間を見る際に音楽を聴くことが自律神経および心拍数
（以下，生体機能）および印象評価に与える影響について，
音楽の嗜好に注目して調査することとした。
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　緑空間の映像を，流行曲とともに視聴する処理区（以下，
流行曲区）と，映像の音そのままで視聴する処理区（以下，
対照区）について，映像視聴前後の生体機能の測定と，ア
ンケート調査による，映像の印象評価を行なった。

⑴　実施期間と研究参加者
　2018 年 9 月下旬から 12 月中旬にかけて行なった。研究
参加者はT大学およびT大学大学院に所属する学生 35 名
とした。参加前に，視力が裸眼もしくは矯正視力で0.5以上
であること，普段と比較して食事を抜いたり極端に食べ過
ぎたりしていないこと，前日の睡眠時間が通常の睡眠時間
の50%以上であることを確認した。研究参加者は35名で，
男性が 16 名（45.7%），女性が 19 名（54.3%）であった。年
齢は 20 歳から 23 歳（平均 21.6±0.93 歳）であった。

⑵　実験手順
　はじめに研究の趣旨・方法・注意事項について説明し，
研究参加同意書への記入と捺印を行なった。その後，気分
状態を均一化するため，10分間の100ます計算によりスト
レス負荷をかけ，直後に生体機能を測定した。次に対照区
（もしくは流行曲区）を提示しつつモニターで緑空間の映
像を 5分間視聴し，直後に映像の視聴を継続しながら生体
機能を測定，その後アンケートの回答を得た。この一連の
動作を流行曲区（もしくは対照区）でも行なった（表 1）。
実験毎に処理区の順序を入れ替え，結果に順序の影響が及
ばないようにした。

⑶　使用映像と音
　映像は両処理区ともにDVDビデオ「森林浴サラウンド」
（株式会社シンフォレスト製）の，チャプター 2「十二神
自然観察教育林」（以下，チャプター 2）を使用した。チャ
プター 2は蝉の声などの特定の季節を連想させる映像や音
を含まず，森林・川・鳥の映像と音のみで構成されている。
対照区はチャプター 2の音源を使用した。流行曲は 2017
年に複数の大手音楽ダウンロードサイトで年間ダウンロー
ド数が 1位である星野源の「恋」の音源のみを使用した。
両音ともに外部の音を遮断するため，ノイズキャンセリン
グヘッドホン（QuietComfort 25 Acoustic Noise Cancelling 
headphones, BOSE 製）を使用して提示した。

⑷　生体機能の測定
　生体機能の測定には，脈波と心電波を同時に測定し，そ
の結果から心拍変動を解析することができる自律神経測定
センサー（VM302，株式会社疲労科学研究所製）を使用し
た。測定時間中の平均心拍数（以下，平均心拍数），高周
波成分（High frequency，以下，HF），低周波成分（Low 
frequency, 以下，LF），LFと HFの比（以下，LF/HF），
LFとHFの和であるトータルパワー（Total power, 以下，
TP）を測定した。HFは副交感神経に依存し，LFは交感
神経，副交感神経の双方に影響される。したがって，LF/
HF が交感神経の緊張度を表すとされる6）。本研究では平
均心拍数，副交感神経活動の指標としてHF値，交感神経
活動の指標として LF/HF値，自律神経全体の働きの指標
としてTP値を映像視聴前後で比較した。

⑸　アンケート調査
　質問は，対照区と流行曲区を視聴した際の映像に対する
印象評価，流行曲の嗜好度で構成した。印象評価の形式は
SD法と自由記述とした。SD法による印象評価で用いた形
容詞対は岩宮ら（1992）の先行研究を参考した 17 対とし
た（具体的な形容詞対は結果の第 5表内のとおり）。7件
法により，7点：非常に，6点：かなり，5点：やや，4点：
普通，3 点：やや，2 点：かなり，1 点：非常に，として
得点化した。流行曲の嗜好度は 3件法（好ましい・普通・
好ましくない）で質問し，統計解析における分類の指標と
した。アンケート用紙では，チャプター 2の音源を音A, 
流行曲を音Bと表記した。

⑹　倫理的配慮
　本実験は東京農業大学「人を対象とする実験，調査等に
関する倫理委員会」の承認（承認番号 1815）を受け，研究
代表者はUMIN-CTRシステムに登録した。

3．　結　　　果
⑴　流行曲の嗜好度について
　アンケート調査における流行曲の嗜好度について，「好
ましい」と回答した群（以下，高嗜好群）が 19 名（54.3%），
「普通」もしくは「好ましくない」と回答した群（以下，
低嗜好群）が 16 名（45.7%）であった。

⑵　生体機能測定
a）　高嗜好群における対照区と流行曲区の映像視聴前後
の生体機能

　両処理区間において全項目で有意な差はみられなかった
（表 2）。

b）　低嗜好群における対照区と流行曲区の映像視聴前
後の生体機能

　HFについて，流行曲区は対照区と比較すると，視聴後
に値が有意に（p＝0.004）低下することが示された。また，
TPについても，流行曲区は対照区と比較すると，視聴後
に値が有意に（p＝0.020）低下することが示された（表 3）。

表 1　生体機能測定と印象評価の実験手順
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⑶　アンケート調査
a）　因子分析
　SD法による印象評価に基づいた因子分析（主因子法，バ
リマックス法）の結果，3因子を抽出した。Kaiser-Meyer-
Olkin の標本妥当性の測度は 0.854，Bartlett の球面性検定
では p＜0.01で因子分析を行なう妥当性が確認できた。3因
子の累積寄与率は 66.669% であり，3因子が項目を十分に
説明していると考えた。第 1因子は［美しい─みにくい］
［人工的な─自然的な］［落ち着いた─落ち着きのない］［情
緒のある─情緒のない］［風格のある─安っぽい］［開放的
な─閉鎖的な］［すっきりした─ごてごてした］［快適な─
不快な］［緑が多い─緑が少ない］［大きい─小さい］の因
子負荷量の絶対値が 0.5 以上であり，“安らぎ”を表す因子
と考えられたため，安らぎ因子と命名した。第 2因子は，
［陽気な─陰気な］［変化のある─変化のない］［生き生きと
した─生気のない］［派手な─地味な］［新しい─古い］の
因子負荷量の絶対値が 0.5 以上であり，“活発”を表す因子
と考えられたため，活発因子と命名した。第 3因子は，［幻
想的な─現実的な］［個性的な─平凡な］の因子負荷量の
絶対値が 0.5 以上であり，“個性”を表す因子と考えられた
ため，個性的因子と命名した（表 4）。

b）　対照区と流行曲区における因子得点
　高嗜好群においては，流行曲区は対照区に対して，安ら
ぎ因子の因子得点が有意に（p＜0.001）低く，個性的因子の
因子得点が有意に（p＝0.091）低いことが示された（表 5）。
　一方，低嗜好群においては，流行曲区は対照区に対して，
安らぎ因子の因子得点が有意に（p＜0.001）低いことが示

された。また，流行曲区は対照区に対して活発因子の因子
得点が有意に（p＝0.026）高いことが示された（表 6）。

c）　自由記述のテキストマイニングによる印象評価
　両嗜好群について，対照区と流行曲区に対しての自由記
述による印象評価を行なった。
　研究参加者が両処理区について，どのような話題をどの
程度記述しているかを調査するために，4回以上出現する
単語を頻出語として集計した。その結果，両嗜好群ともに，

表 2　高嗜好群（n＝19）における映像視聴前後の生体機能

表 3　低嗜好群（n＝16）における映像視聴前後の生体機能

表 4　形容詞対と因子負荷量
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対照区と流行曲区間に共通する頻出語が確認されたため
（表 7），さらにその周辺に頻繁にみられる語（以下，周辺
語）を抽出することで，両処理区間の印象の違いを調査し
た。周辺語は，使用したソフトウェアKH Coderのコロケー
ション統計を用いて確認した。コロケーション統計では，
頻出語の前後 5語に出現する語を，頻出語との近さと出現
回数が多いほどウェイトが大きくなる設定となっており，
得点化される。得点が 0.5 以上の単語を周辺語とした。

d）　高嗜好群における対照区と流行曲区の印象評価
　対照区の印象評価における頻出語は 8単語，流行曲区の
印象評価における頻出語は 6単語で，両処理区で共通する
頻出語は「音」「感じる」「映像」であった（表 8）。
　頻出語「音」について，対照区での周辺語をみると，「水」
「鳥」「風の音」など合計 10 単語であった。一方，流行曲
区での周辺語をみると，「映像」「ギャップ」「ノリノリ」
など合計 8単語であった（表 8）。

　頻出語「感じる」について，対照区での周辺語をみると，
「空間」という単語であった。一方，流行曲区での周辺語
は「自然」「緑」「ない」という単語であった（データ略）。
　頻出語「映像」について，対照区での周辺語をみると，
「合う」「音」「リンク」「現実」「落ち着く」という単語であっ
た。一方，流行曲区での周辺語は「集中」「ミス」「頭」と
いう単語であった（データ略）。

e）　低嗜好群における対照区と流行曲区の印象評価
　対照区の印象評価における頻出語は 7単語，流行曲区の
印象評価における頻出語は 4単語で，両処理区で共通する
頻出語は「音」「映像」「印象」「感じる」であった（表 8）。
　頻出語「音」について，対照区での周辺語をみると，「映
像」音」「水」「流れる」など合計 9単語であった。一方，
流行曲区での周辺語は，「映像」，「それぞれ」，「アップ」
など合計 7単語であった（表 9）。
　頻出語「感じる」について，対照区での周辺語は「心地
よい」「リラックス」など合計 5単語であった。一方，流
行曲区での周辺語は「少し」，「明るい」，「感覚」，「不快」
であった（データ略）。
　頻出語「映像」について，対照区での周辺語は「音」「場
所」であった。一方，流行曲区での周辺語は「音」，「カラオ
ケ」，「落ち着く」など合計 11 単語であった（データ略）。
　頻出語「印象」について，対照区での周辺語は，「受ける」
「落ち着く」であった。一方，流行曲区での周辺語は，「異
なる」「それぞれ」など合計 6単語であった（データ略）。

4．　考　　　察
⑴　生体機能
　嗜好群別の結果をみると，高嗜好群では両処理区間です
べての項目において有意な差は見られなかった。すなわち，
緑空間を見る際に，高嗜好な流行曲を聴くことは，生体機
能に影響を及ぼさないことが示された。
　一方，低嗜好群では，流行曲区の視聴は対照区の視聴よ
りも副交感神経活動が抑制され，自律神経全体の働きが低
下したことが示された。副交感神経系は休息と消化活動時
に働く神経といわれること7），自律神経全体の働きも同時

表 5　高嗜好群（n＝19）における対照区と流行曲区の因子得点

表 6　低嗜好群（n＝16）における対照区と流行曲区の因子得点

表 7　嗜好群別の両処理区の頻出語
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に低下していることから，流行曲区の視聴により，身体が
休まらずストレスを感じている状態となったと考えられ
た。すなわち，緑空間を見る際に流行曲が低嗜好である場
合は，生体機能に負の影響があることが示された。
　流行曲の嗜好度の違いにより両処理区間において生体機
能の働きに差が出たことから，緑空間を見る際に聴く曲の
嗜好によって，生理的な影響に違いが出ることが示唆され
た。

⑵　アンケート調査
a）　因子分析
　因子分析により抽出した 3因子の因子得点を高嗜好群と
低嗜好群について両処理区で比較した。安らぎ因子につい
て，両嗜好群ともに，流行曲区の因子得点が対照区に対し
て有意に低いことが認められた。この結果から，嗜好に関

わらず，流行曲区では安らぎ因子を構成する，美しい，自
然的な，落ち着いた，情緒のある，風格のある，開放的な，
すっきりした，快適な，緑が多い，大きいという形容詞に
ついての印象が弱くなり，安らぎが感じられないと考えら
れた。

b）　自由記述のテキストマイニングによる印象評価
　自由記述による印象評価について，嗜好群別に両処理区
の頻出語を抽出したところ，高嗜好群・低嗜好群でそれぞ
れ両処理区間に共通した頻出語が確認された。さらにその
周辺語が使用された記述を確認したところ，対照区の評価
では，高嗜好群・低嗜好群ともに映像中の具体的な事物
（水・水流，風の音，鳥）を取り上げた記述，心理的な安
らぎ（落ち着く，リラックス，心地いい）を評価する記述，
映像と音の調和を評価した記述や，映像の場所にいるよう
に感じている趣旨の記述が見られた。

表 8　高嗜好群（n＝19）における頻出語「音」と周辺語が含まれる自由記述
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　一方，流行曲区については，両嗜好群ともに，音の影響
により映像に集中できないという内容の記述や，映像と音
の間の違和感に関する記述がみられた。
　以上の結果から，嗜好にかかわらず，両処理区間におい
て，同じ頻出語を使用した記述でも，内容に注目すると，
映像に対し異なる印象を受けたという評価がされていると
考えられた。

c）　因子分析およびテキストマイニングによる印象評価
　因子分析において流行曲区は，嗜好に関わらず「自然的
な」「緑が多い」という形容詞を含む安らぎ因子の因子得
点が対照区に対して低くなった。加えて自由記述による印
象評価から，流行曲を聴くことにより，映像の印象が変化
したと考えられた。
　岩宮ら（1992）は，オルゴール，環境音楽，室内楽の音
楽系の付加音は，景観の自然性を狭める機能があり，自然
音に比べて，系統的に景観の印象を変化させることができ
るようだと報告している。本実験の流行曲についても同様
に流行曲が緑空間の印象を変化させるという結果が認めら
れた。

5．　ま　と　め
　高嗜好な流行曲を聴くことは，緑空間においてオーディ
オ機器を利用している状態として捉えることができる。一
方，低嗜好な流行曲を聴くことは，緑空間におけるイベン
トなどにより，低嗜好な音楽が聴こえる状態として捉える
ことができる。緑空間を見る際に，オーディオ機器によっ

て高嗜好な流行曲を聴くことによる生体機能への影響はな
いが，印象評価には明確な変化が出ると考えられた。また，
イベントなどにより低嗜好な流行曲が聴こえる場合は，副
交感神経活動および自律神経全体の働きと印象評価に影響
が出ることが示唆された。
　以上のことから，緑空間を身体の休息のために利用する
場合，イベントなどにより利用者が好ましくないと感じる
音楽が流れることにより，期待する生理的な効果が得られ
ない可能性があることが推察された。一方，緑空間を利用
する場合には，嗜好に関係なく，音楽を聴くことにより，
緑空間が持つ心理的効果に対して影響がでると考えられ
た。緑空間に心理的な効果を求めて訪れる場合，その空間
の本来のイメージと異なる印象を持ち，かつその場にいる
実感がないことは問題であるといえる。これらの知見は都
市緑地などの緑空間を音に配慮して設計する際の基礎的情
報となるものである。
　本研究では 1曲のみを対象として実験を行なったが，実
験に使用する音楽によっても結果は変化することが予想さ
れる。加えて今回は映像を使用した実験を行なったが，視
覚・聴覚だけではなくその他の感覚も含めて調査する必要
があると考えられるため，より現実の緑空間，特に予備実
験でイヤホンを使用して音楽を聴く人の姿が確認できた都
市緑地に近い環境にて，同様の実験行うことを検討するべ
きであると考えられる。
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Summary：The purpose of this study was to clarify the effects of listening to popular music using audio 
equipment (headphones) at the same time as watching landscape that includes plants, referred to as 
green space hereafter, on biological functions (autonomic nerve activity and heart beats per minute), and 
impression evaluation focusing on the preference of popular music.  The participants in the experiment 
were subjected to two experimental treatments.  In the first treatment, the participants viewed a green 
space video with matching sound that was recorded with the video (Control treatment) and in the second 
treatment, the participants viewed a green space video while listening to popular music, (Popular-music 
treatment).  We measured the biological functions (autonomic nerve activity and heart beats per minute) 
of the participants before and after the two experimental treatments.  In addition, we conducted impression 
evaluation of the two experimental treatments by the Semantic Differential Method and free description.  
The obtained data was analyzed, and the participants were divided into the high-preference group 
(preferred popular music) and low-preference group (did not prefer popular music).  As a result of the 
measurement of biological function, it was indicated that the individuals in the low-preference group felt 
stress during the Popular-music treatment.  The results of the impression evaluation by the Semantic 
Differential Method factor analysis suggested that the individuals in the high- and low-preference groups 
had different impressions during the two experimental treatments.  In addition, the results of impression 
evaluation by free description indicated that the impression of images changes by the Popular-music 
treatment regardless of preference.  These findings provide basic information on designing the green 
space such as urban green space considering the effect of sound.
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